
●
真
吉
は
前
年
末
に
中
村

に
家
族
を
つ
れ
て
帰
り
、

幡
多
奉
行
所
勤
務
に
な
っ

て
い
た
。
彼
の
主
た
る
仕

事
は
文
武
館
、
い
や
敬
止

館
と
名
称
が
変
わ
っ
た
藩

校
の
運
営
で
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
真
吉
に
と
っ
て

は
高
知
で
の
上
士
で
あ
る

吉
田
東
洋
と
は
そ
り
が
合

わ
な
い
と
見
て
、
敢
え
て

政
権
を
批
判
す
る
「
存
知

書
」
を
提
出
し
て
、
反
吉

田
東
洋
派
で
あ
る
こ
と
を

旗
幟
鮮
明
に
し
た
上
で
、

幡
多
奉
行
所
勤
務
を
願
い

出
た
と
い
う
の
が
真
相
で

あ
っ
た
か
ら
、
敬
止
館
の

運
営
の
仕
事
こ
そ
自
分
の

居
場
所
で
あ
る
と
決
め
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

●
文
久
二
年
四
月
八
日
、

吉
田
東
洋
の
暗
殺
事
件
を

知
っ
た
時
、
真
吉
は
何
を

思
っ
た
で
あ
ろ
う
か
？

人
生
に
は
「
上
り
坂
」
と

「
下
り
坂
」
の
他
に
、

「
ま
さ
か
」
と
い
う
坂
が

あ
る
と
い
う
が
、
正
に
吉

田
東
洋
暗
殺
事
件
は
、
こ

の
ま
さ
か
に
該
当
し
た
。

人
生
に
「
も
し
・
・
」
は

無
い
と
も
言
わ
れ
る
が
、

真
吉
が
武
市
瑞
山
に
出
会

い
、
土
佐
勤
皇
党
結
党
を

目
撃
し
た
時
、
勧
誘
さ
れ

る
も
入
会
せ
ず
、
む
し
ろ

「
土
佐
藩
は
何
を
為
す
べ

き
か
」
と
い
う
視
点
を
ま

と
め
て
提
言
書
を
提
出
し

た
訳
だ
が
、
こ
の
提
言
書

も
書
か
な
い
で
い
た
と
す

れ
ば
、
真
吉
の
人
生
は
ど

う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
？

●
そ
の
「
第
二
の
ま
さ
か
」

が
真
吉
の
身
に
起
き
た
。

土
佐
藩
庁
は
吉
田
東
洋
の

強
権
的
政
権
を
批
判
す
る

保
守
派
が
そ
の
後
の
政
権

を
担
っ
た
の
で
、
吉
田
東

洋
派
は
更
迭
さ
れ
た
。
そ

の
流
れ
で
真
吉
が
再
評
価

さ
れ
て
藩
主
の
御
目
見
格

に
抜
擢
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

何
と
い
う
人
生
で
あ
ろ
う

か
。
真
吉
は
躊
躇
な
く
藩

庁
か
ら
の
辞
令
に
従
っ
た

の
で
あ
る
。
好
き
な
途
と

は
言
え
、
真
吉
は
末
永
く

中
村
の
地
で
敬
止
館
の
教

壇
に
立
つ
人
生
を
考
え
て

い
た
と
す
る
と
、
藩
庁
か

ら
の
辞
令
は
全
く
想
定
外

の
こ
と
で
新
し
い
世
界
が

開
け
て
く
る
こ
と
を
直
観

し
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ

の
新
し
い
展
開
を
真
吉
は

半
年
前
に
予
感
で
き
た
は

ず
は
な
い
訳
で
、
し
か
し

実
際
に
は
自
分
の
人
生
を

真
吉
自
ら
の
判
断
で
引
き

寄
せ
て
い
た
と
判
断
す
る

の
が
自
然
で
あ
る
。
権
力

に
阿
る
こ
と
な
く
、
吉
田

東
洋
に
対
し
て
堂
々
と
批

判
の
書
を
提
出
し
、
潔
く

中
村
に
居
場
所
を
選
ん
だ

真
吉
の
身
の
処
し
方
を
全

て
観
て
い
た
人
物
が
藩
庁

に
居
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
人
生
の
ま
さ
か
」
に
偶

然
は
あ
り
得
な
い
。
私
見

な
が
ら
樋
口
真
吉
と
い
う

人
物
に
最
も
感
銘
を
受
け

た
部
分
が
実
は
こ
の
「
第

二
の
ま
さ
か
」
を
導
き
く

に
至
っ
た
一
連
の
彼
の
言

動
で
あ
る
。
人
間
と
し
て

大
き
く
成
長
し
た
証
を
見

せ
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。

●
吉
田
東
洋
に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
ま
す
。
文
化
十

三
年
（1

8
1
6

年
）
、
土

佐
藩
上
士
・
吉
田
光
四
郎

正
清
の
四
男
と
し
て
高
知

城
下
帯
屋
町
に
て
誕
生
。

文
政
六
年
（1

8
2
3

年
）
、

庶
兄
の
早
世
に
よ
っ
て
嗣

子
と
な
る
。
天
保
八
年

（1
8
3
7

年
）
、
口
論
の

す
え
に
家
僕
を
無
礼
討
ち

し
た
こ
と
か
ら
蟄
居
す
る
。

天
保
十
二
年
（1841

年
）
、

父
・
正
清
の
死
去
に
よ
り

家
督
を
相
続
す
る
。

天
保
十
三
年
（1842

年
）

九
月
、
船
奉
行
と
し
て
出

仕
し
同
年
十
一
月
に
は
郡

奉
行
に
転
じ
て
民
政
に
携

わ
る
。
十
三
代
藩
主
・
山

内
豊
熈
の
進
め
る
藩
政
改

革
に
参
与
し
、
飢
饉
に
備

え
た
藩
営
備
蓄
の
「
済
農

倉
」
設
立
を
進
言
す
る
。

弘
化
二
年
（1

8
4
5

年
）

に
病
に
よ
り
無
役
と
な
っ

た
が
、
人
事
や
法
令
改
正
、

海
防
等
の
意
見
書
で
あ
る

『
時
事
五
箇
条
』
を
提
出

す
る
。
弘
化
四
年
（1

8
4

7

年
）
に
は
船
奉
行
と
し

て
再
出
仕
す
る
。
嘉
永
元

年
七
月
二
十
五
日
（1

8
4

8

年8

月2
3

日
）
、
後
藤

正
晴
が
病
死
す
る
と
、
そ

の
遺
児
・
後
藤
保
弥
太

（
後
の
後
藤
象
二
郎
）
を

父
親
代
わ
り
に
な
っ
て
養

育
し
て
い
る
。

嘉
永
元
年
（1

8
4
8

年
）

十
二
月
、
藩
主
・
豊
熈
の

死
去
に
伴
っ
て
無
役
と
な

る
。
嘉
永
四
年
（1

8
5
1

年
）
に
は
近
畿
地
方
（
上

方
）
を
遊
歴
し
、
伊
勢
国

の
漢
学
者
・
斎
藤
拙
堂
や

京
都
の
梁
川
星
巌
や
頼
三

樹
三
郎
ら
に
会
し
て
見
聞

を
広
げ
た
。
嘉
永
六
年

（1
8
5
3

年
）
七
月
、
十

五
代
藩
主
・
山
内
豊
信

（
容
堂
）
に
よ
っ
て
大
目

付
に
抜
擢
さ
れ
、
十
二
月

に
は
参
政
と
し
て
強
力
に

藩
政
改
革
を
主
導
し
た
。

安
政
三
年
（1

8
5
5

年
）
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真吉の人生に「まさか」が起きた！

文久2年4月8日吉田東洋暗殺さる！
土
佐
勤
皇
党
に
よ
る
吉
田
東
洋
暗
殺
事
件
は
、

真
吉
の
人
生
に
も
思
わ
ぬ
風
を
吹
か
せ
た
。

吉
田
東
洋
と
は
？



三
月
、
参
勤
交
代
に
伴
っ

て
江
戸
へ
出
府
し
て
藤
田

東
湖
や
塩
谷
宕
陰
、
安
井

息
軒
ら
と
親
交
を
結
ぶ
が
、

酒
宴
に
お
け
る
旗
本
殴
打

事
件
を
引
き
起
こ
し
て
罷

免
さ
れ
る
。
さ
ら
に
家
禄

を
百
五
十
石
に
減
ら
さ
れ

た
う
え
、
帰
郷
し
て
隠
居

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
帰

郷
後
は
高
知
郊
外
に
私
塾

（
少
林
塾
）
を
開
き
、
後

藤
象
二
郎
や
乾
退
助
、
福

岡
孝
弟
、
岩
崎
弥
太
郎
、

間
崎
滄
浪
等
の
若
手
藩
士

に
教
授
す
る
が
、
や
が
て
、

彼
ら
が
「
新
お
こ
ぜ
組
」

と
称
さ
れ
る
一
大
勢
力
と

な
り
、
幕
末
期
の
土
佐
藩

の
動
向
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。

安
政
四
年
（1

8
5
7

年
）

十
二
月
に
赦
免
さ
れ
た
東

洋
は
、
新
知
百
五
十
石
役

高
三
百
石
を
給
さ
れ
、
翌

年
一
月
に
は
参
政
と
し
て

藩
政
に
復
帰
す
る
。
法
律

書
『
海
南
政
典
』
を
定
め
、

門
閥
打
破
・
殖
産
興
業
・

軍
制
改
革
・
開
国
貿
易
等
、

富
国
強
兵
を
目
的
と
し
た

改
革
を
遂
行
す
る
。

然
し
、
こ
の
よ
う
な
革
新

的
な
改
革
は
、
保
守
的
な

門
閥
勢
力
や
尊
皇
攘
夷
を

唱
え
る
土
佐
勤
王
党
と
の

政
治
的
対
立
を
生
じ
さ
せ

る
結
果
と
な
り
、
文
久
二

年
四
月
八
日
（18

62

年5

月6

日
）
、
帰
邸
途
次
の

帯
屋
町
に
て
武
市
半
平
太

の
指
令
を
受
け
た
土
佐
勤

王
党
の
那
須
信
吾
・
大
石

団
蔵
・
安
岡
嘉
助
に
よ
っ

て
暗
殺
さ
れ
た
。

享
年
四
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

東
洋
が
死
去
し
た
際
、
子
・

正
春
は
僅
か
十
一
歳
で
あ
っ

た
。
二
年
後
に
母
も
病
死

し
て
孤
児
と
な
っ
た
た
め
、

後
藤
象
二
郎
が
引
き
取
っ

て
育
て
た
と
い
う
。
以
上

吉
田
東
洋
の
概
略
で
す
。

●

こ
れ
を
見
る
と
吉
田
東

洋
は
、
真
吉
よ
り
一
歳
若

く
、
頭
は
切
れ
る
が
短
気

で
強
引
な
性
格
で
、
真
吉

の
よ
う
な
人
望
を
備
え
た

人
物
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
真
吉
と
は
相
性
が

悪
か
っ
た
が
、
幕
末
の
土

佐
藩
を
語
る
時
、
前
頁
の

間
崎
滄
浪
の
人
脈
図
に
あ

る
よ
う
に
私
塾
（
少
林
塾
）

を
開
き
、
後
藤
象
二
郎
や

乾
退
助
、
福
岡
孝
弟
、
岩

崎
弥
太
郎
、
間
崎
滄
浪
等

の
若
手
藩
士
を
育
て
た
意

味
で
吉
田
東
洋
は
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
人
物
と

言
え
よ
う
。
東
洋
の
暗
殺

が
契
機
に
な
っ
て
真
吉
の

運
命
は
大
き
く
開
け
活
躍

の
場
が
広
が
っ
た
。

●
尊
王
論
が
水
戸
藩
か
ら

広
が
る
の
は
徳
川
光
圀
が

「
大
日
本
史
編
纂
事
業
」

を
始
め
た
こ
と
に
由
来
す

る
。
徳
川
幕
府
の
体
制
も

勤
皇
思
想
に
順
じ
る
も
の

で
、
討
幕
思
想
は
あ
り
得

な
い
は
ず
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
日
米
修
好
条
約

調
印
を
勅
許
無
し
で
強
行

し
た
幕
府
に
対
し
て
批
判

が
高
ま
り
、
こ
れ
を
安
政

の
大
獄
で
抑
え
込
ん
だ
た

め
水
戸
浪
士
（

尊
王
派
）

は
井
伊
大
老
暗
殺
（
桜
田

門
外
の
変
）
の
挙
に
で
た
。

こ
の
事
件
以
降
「
尊
王
」

と
「
攘
夷
」
は
一
体
と
な
っ

て
広
が
り
を
み
せ
、
朝
廷

ま
で
も
が
加
わ
っ
て
幕
府

批
判
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
。

文
久
年
間
は
、
幕
末
激
動

の
時
代
の
序
章
に
な
っ
た

時
期
で
あ
る
。
こ
ん
な
時

真
吉
は
土
佐
藩
の
表
舞
台

に
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

●
藩
主
御
目
見
え
格

文
久
二
年
六
月
二
十
一
日
、

真
吉
は
高
知
城
二
の
丸
に

於
い
て
「
御
供
達
御
歩
行

格
」
を
命
じ
ら
れ
、
翌
日

に
は
藩
主
豊
範
に
始
め
て

御
目
見
え
が
許
さ
れ
た
。

以
降
真
吉
は
藩
主
の
側
近

と
し
て
仕
え
る
こ
と
に
な

り
、
早
速
に
六
月
二
十
八

日
に
は
藩
主
の
上
洛
に
随

行
し
て
京
へ
向
っ
た
。

●
真
吉
、
龍
馬
に
再
会

実
は
文
久
二
年
三
月
八
日

坂
本
龍
馬
が
脱
藩
し
て
い

た
。
多
く
の
脱
藩
藩
士
が

京
に
向
か
っ
た
が
、
龍
馬

は
長
州
を
経
て
薩
摩
に
向

か
っ
た
ら
し
い
。
龍
馬
の

九
州
で
の
足
跡
が
熊
本
の

横
井
小
楠
邸
に
残
さ
れ
て

い
る
。
薩
摩
に
向
か
う
往

復
で
横
井
小
楠
宅
に
宿
泊

し
た
と
い
う
。
（
熊
本
市

の
横
井
小
楠
記
念
館
「
四

時
軒
」
の
学
芸
員
か
ら
教

え
ら
れ
た
）
横
井
小
楠
に

は
福
井
藩
に
て
龍
馬
が
勝

海
舟
の
使
者
と
し
て
松
平

春
嶽
に
面
識
を
得
た
際
に

会
っ
て
い
る
。
結
局
龍
馬

は
そ
の
時
点
で
は
薩
摩
に

は
入
国
で
き
ず
に
江
戸
に

向
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
年
大
坂
で
は
麻
疹
が

流
行
し
て
い
て
、
上
洛
途

中
の
山
内
豊
範
一
行
が
大

坂
に
て
数
日
間
足
止
め
に

な
っ
た
。
そ
の
一
行
に
加

わ
っ
て
い
た
真
吉
は
偶
然

大
坂
の
町
の
中
で
龍
馬
と

再
会
し
た
と
い
う
。
江
戸

に
向
か
お
う
と
し
て
い
た

龍
馬
に
真
吉
が
一
円
贈
呈

し
た
と
真
吉
は
日
記
に
記

載
し
て
い
る
。
脱
藩
し
た

身
分
で
路
銀
も
潤
沢
で
は

な
か
っ
た
と
す
れ
ば
龍
馬

に
と
っ
て
救
い
の
一
円
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
大
坂
の
路

上
で
龍
馬
と
出
会
う
と
は
、

何
と
も
不
思
議
で
あ
る
。

真
吉
と
龍
馬
は
二
十
歳
の

年
齢
差
が
あ
り
、
真
吉
が

高
知
在
住
時
に
龍
馬
と
接

触
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な

い
。
唯
一
の
可
能
性
が
あ

る
の
は
、
龍
馬
が
十
六
歳

の
時
四
万
十
川
の
治
水
工

事
の
監
督
の
補
助
役
で
中

村
に
半
年
間
滞
在
し
て
い

た
と
い
う
伝
承
が
中
村
市

史
に
あ
り
、
当
時
中
村
に

唯
一
の
樋
口
剣
術
道
場
に

龍
馬
が
立
ち
寄
っ
た
可
能

性
は
大
い
に
あ
る
だ
ろ
う

か
ら
、
こ
の
時
以
来
の
再

会
だ
と
云
え
る
の
で
は
？
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文
久
年
間
は
幕
末
激
動
の
幕
開
け



●
尊
王
と
征
夷
大
将
軍

『
日
本
紀
略
』
に
「
延
暦

十
三
年
（7

9
4

年
）
一
月

一
日
に
征
夷
大
将
軍
の
大

伴
弟
麻
呂
に
節
刀
を
賜
う

た
」
と
あ
り
、
こ
れ
が

「
征
夷
大
将
軍
」
の
初
見

と
さ
れ
、
天
皇
に
任
命
さ

れ
た
軍
事
指
揮
官
で
あ
る
。

平
氏
政
権
・
奥
州
藤
原
氏

を
滅
ぼ
し
て
武
家
政
権

（
幕
府
）
を
創
始
し
た
源

頼
朝
は
「
大
将
軍
」
の
称

号
を
望
み
、
朝
廷
は
坂
上

田
村
麻
呂
が
任
官
し
た
征

夷
大
将
軍
を
吉
例
と
し
て

こ
れ
に
任
じ
た
。
以
降
六

百
七
十
五
年
年
間
に
わ
た

り
、
武
士
の
棟
梁
と
し
て

事
実
上
の
最
高
権
力
者
で

あ
る
征
夷
大
将
軍
を
長
と

す
る
鎌
倉
幕
府
・
室
町
幕

府
・
江
戸
幕
府
が
続
い
た
。

こ
の
制
度
は
日
本
文
明
独

特
の
も
の
で
、
一
輪
車
よ

り
二
輪
車
が
安
定
す
る
よ

う
に
、
天
皇
と
い
う
最
高

権
威
を
認
め
、
そ
の
天
皇

か
ら
征
夷
大
将
軍
と
し
て

統
治
を
任
せ
ら
れ
る
と
言

う
二
元
統
治
の
仕
組
み
が

世
界
に
例
の
な
い
「
日
本

国
」
と
い
う
長
期
安
定
政

権
を
堅
持
で
き
た
こ
と
は

歴
史
が
示
し
て
い
る
。

こ
の
理
念
が
尊
王
で
あ
り
、

徳
川
幕
藩
体
制
の
根
本
理

念
で
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ

に
は
重
要
な
条
件
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
三
代
将
軍
家

光
が
寛
永
十
一
年
に
上
洛

し
た
際
に
自
ら
太
政
大
臣

へ
の
昇
進
を
固
辞
し
、
諸

大
名
を
集
め
て
大
名
以
下

武
家
が
官
爵
を
朝
廷
か
ら

受
け
る
こ
と
を
禁
じ
た
よ

う
に
、
朝
廷
→
幕
府
→
藩

主
→
藩
士
→
民
衆
と
い
う

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
遵
守
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

朝
廷
が
幕
府
を
差
し
置
い

て
勝
手
に
各
藩
主
に
爵
位

を
授
け
る
こ
と
を
禁
じ
た

も
の
だ
が
、
爵
位
だ
け
で

な
く
朝
廷
か
ら
幕
府
を
経

な
い
で
藩
主
に
指
示
を
だ

す
こ
と
も
あ
り
え
な
い
こ

と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

朝
廷
が
こ
れ
を
破
っ
て
水

戸
藩
主
に
あ
る
通
達
を
発

し
て
問
題
に
な
っ
た
。

鎖
国
を
止
め
外
国
と
の
外

交
を
す
る
と
い
う
前
例
の

な
い
局
面
に
お
い
て
江
戸

幕
府
内
は
お
お
い
に
混
乱

し
て
い
た
。
米
英
蘭
独
露

の
五
か
国
と
和
親
条
約
と

修
好
通
商
条
約
を
朝
廷
の

許
可
を
得
な
い
で
締
結
し

た
こ
と
が
批
判
を
招
き
、

幕
府
は
こ
の
批
判
を
強
権

（
安
政
の
大
獄
）
で
対
処

し
た
結
果
、
井
伊
大
老
の

暗
殺
事
件(

桜
田
門
外
の

変
）
が
起
き
、

幕
府
の
権

威
は
失
墜
し
、
朝
廷
か
ら

も
外
国
に
対
す
る
攘
夷
決

行
を
迫
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

幕
府
内
に
は
公
武
合
体
論

が
生
ま
れ
、
徳
川
家
と
天

皇
家
の
婚
姻
関
係
を
構
築

し
て
難
局
を
回
避
す
る
動

き
も
顕
著
に
な
っ
た
。
薩

長
両
藩
も
盛
ん
に
朝
廷
工

作
を
や
っ
て
い
た
。
そ
ん

な
状
況
の
中
で
文
久
二
年

が
は
じ
ま
っ
て
い
た
。

●
藩
主
豊
範
の
上
洛
は
参

勤
交
代
に
よ
る
江
戸
へ
出

府
す
る
途
中
で
あ
っ
た
。

真
吉
は
こ
の
京
に
お
い
て
、

三
十
歳
も
若
い
藩
主
に

「
御
目
通
相
願
書
」
と
い

う
上
申
書
を
提
出
し
て
い

る
。
こ
れ
が
凄
い
こ
と
に

土
佐
藩
の
公
文
書
に
記
載

さ
れ
て
い
た
。
下
記
写
真

は
「
日
記
」
に
も
あ
る
が
、

四
万
十
市
図
書
館
に
あ
る

「
第
十
六
代
豊
範
公
記
第

四
巻
文
久
二
年
」
に
記
載

さ
れ
て
い
る
写
真
で
あ
る
。

詳
し
く
は
「
日
記
下
」
を

ご
覧
頂
き
た
い
が
、
真
吉

の
凄
さ
を
垣
間
見
る
思
い

で
あ
る
。
登
用
さ
れ
た
と

は
言
え
ま
だ
二
カ
月
の
身

で
藩
主
に
堂
々
と
「
天
下

の
時
勢
を
説
き
、
吉
田
東

洋
の
悪
政
を
批
判
し
、
そ

の
横
死
が
土
佐
藩
に
と
っ

て
慶
賀
す
べ
き
と
書
き
、

た
だ
そ
の
犯
人
を
探
索
し

て
罰
す
る
の
は
当
然
だ
と

論
じ
て
い
る
。
し
か
も
そ

の
よ
う
な
悪
人
（
吉
田
東

洋
）
を
重
役
に
任
せ
た
の

は
重
大
な
責
任
だ
と
し
な

が
ら
、
他
の
理
由
に
よ
り

そ
の
罪
は
情
状
酌
量
す
べ

し
・
・
と
」
（
原
文
の
解

釈
は
渋
谷
雅
之
氏
に
よ
る
）

と
い
う
部
分
に
は
驚
き
を

禁
じ
得
な
い
。
も
ち
ろ
ん

論
点
は
こ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
恐
ら
く
こ
の
文
章
は

容
堂
公
の
目
に
は
留
ま
っ

て
い
な
い
と
推
測
す
る
。

真
吉
と
い
う
人
物
は
自
ら

信
じ
る
こ
と
を
毅
然
と
し

て
発
言
す
る
勇
気
を
持
っ

て
い
た
人
物
ら
し
い
が
、

少
し
気
配
り
が
足
り
な
い

の
で
は
・
・
と
心
配
に
な
っ

た
。
こ
の
文
章
を
藩
の
公

式
記
録
に
残
し
て
い
る
土

佐
藩
も
凄
い
で
す
ね
。
真

吉
の
新
し
い
一
面
に
触
れ

た
思
い
が
し
ま
し
た
。
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混
と
ん
と
す
る
幕
藩
体
制

真
吉
の
上
申
書



●
文
久
二
年
に
御
目
見
え

格
に
登
用
さ
れ
た
真
吉
の

幕
末
ま
で
の
大
ま
か
な
動

静
は
左
記
の
通
り
で
す
。

京
都
で
は
武
市
半
平
太
ら

と
朝
廷
工
作
に
も
関
与
し

な
が
ら
九
月
に
は
谷
干
城

と
熊
本
藩
の
動
静
を
探
る

べ
く
探
索
を
命
じ
ら
れ
、

長
崎
に
も
立
ち
寄
っ
た
後
、

江
戸
に
下
っ
て
藩
主
に
復

命
、
そ
の
後
は
容
堂
公
に

付
き
添
っ
て
船
で
大
坂
経

由
京
都
に
寄
り
四
月
に
高

知
に
帰
着
し
た
。
そ
の
後

家
族
を
中
村
か
ら
高
知
へ

移
し
、
須
崎
台
場
の
建
設

を
指
揮
し
て
い
る
。

六
月
八
日
悲
し
い
か
な
間

崎
滄
浪
の
切
腹
を
知
る
。

同
じ
時
期
八
月
十
八
日
の

政
変
が
起
き
、
幕
末
の
動

乱
が
動
き
だ
す
。
翌
元
治

元
年
に
は
土
佐
勤
皇
党
の

糾
問
が
は
じ
ま
り
、
真
吉

も
辛
い
時
期
を
迎
え
た
。

慶
応
年
間
に
入
る
と
討
幕

へ
の
流
れ
は
加
速
し
て
い

く
中
で
真
吉
の
動
き
を
詳

細
に
追
っ
て
み
た
い
。

●
【
安
岡
良
亮
の
墓
碑
】

昨
年
末
当
顕
彰
会
の
会
員

が
熊
本
市
を
訪
れ
る
と
い

う
の
で
時
間
が
あ
れ
ば
と

安
岡
良
亮
の
墓
碑
の
確
認

を
願
っ
た
と
こ
ろ
何
枚
か

の
写
真
を
写
し
て
く
れ
た
。

ご
承
知
の
通
り
安
岡
良
亮

は
新
政
府
に
仕
え
、
明
治

六
年
（1

8
7
3

年
）
、
白

川
県
権
令
に
就
任
し
て
熊

本
に
着
任
、
明
治
九
年

（1
8
7
6

年
）
熊
本
県
令

に
な
る
。
十
月
二
十
四
日

神
風
連
が
挙
兵
、
自
宅
で

対
策
会
議
中
に
神
風
連
の

襲
撃
に
あ
っ
て
重
傷
を
負

い
、
裏
の
畑
に
隠
れ
て
助

か
っ
た
が
、
三
日
後
に
鎮

台
病
院
で
死
去
し
た
。

墓
地
は
神
風
連
の
乱
で
戦

死
し
た
百
十
六
名
の
政
府

軍
戦
没
者
の
慰
霊
地
に
あ

り
昭
和
五
十
五
年
熊
本
市

の
史
蹟
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
立
派
な
慰
霊
地
だ
が

墓
碑
周
辺
は
荒
れ
果
て
て

お
り
残
念
な
状
態
に
見
え

ま
す
。
機
会
を
み
て
ぜ
ひ

顕
彰
会
主
催
の
安
岡
良
亮

墓
碑
清
掃
ツ
ア
ー
を
企
画

し
た
い
も
の
で
す
。

●
広
告
ペ
ー
ジ
の
掲
載

本
年
の
事
業
計
画
を
具
体

化
す
べ
く
活
動
を
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
樋
口
真
吉

銅
像
建
設
基
金
を
開
設
し

て
、
広
く
寄
付
金
を
募
集

致
し
ま
す
。
そ
れ
に
関
連

し
て
前
号
か
ら
会
報
誌
に

広
告
頁
を
追
加
し
ま
し
た
。

既
に
広
告
の
掲
載
に
ご
協

力
頂
い
た
企
業
様
を
掲
載

中
で
す
が
、
未
だ
余
白
部

分
が
あ
り
ま
す
の
で
掲
載

の
ご
希
望
を
受
理
致
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
詳
し
く
は
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

●
樋
口
真
吉
命
日
墓
参

六
月
十
四
日
の
命
日
に
例

年
通
り
墓
参
を
行
い
ま
す
。
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編
集
後
記

文
久
二
年
以
降
の
真
吉
の
動
静

安
岡
良
亮
墓
地
・
熊
本
市


